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核のゴミについてのイメージは？ 

• 恐ろしい 

• 汚い、くさい 

• 多い 

• どんどんたまる 

• 燃やせない 

• 捨て場所がない  

 



原発から出るごみはどれ？ 

• 雑巾、衣類、プラスチック 

• 金物、コンクリート、アスファルト、土、ガラス 

• 水、油、ガス 

• 壊れた部品（ガラクタ） 

• 電機・機械装置、タンク、ポンプ、構造物 

• 外見ではごみとわからないもの 



原発から出るごみのいろいろ 

• 放射能について 

–放射能の強いゴミ 

–放射能がなかなか減らないゴミ 

–放射能がすぐ減ってしまうゴミ 

• 量（体積）が多いゴミ 

–放射能は弱いが量が多いゴミ 

–放射能は強いが量は少ないゴミ 

 



核のゴミは、なぜ問題になる？ 

• 放射能があるから 
– どのごみに放射能がある？ 
– 放射能は、どのごみも同じ強さ？ 
– 放射線とは？ 
– 放射能との関係か？ 
– 人体に影響するのは、 

• 放射能？それとも放射線？ 

 

• 量が多いから 
• 発熱するので冷却が必要だから 
• 捨てられないから 

 



核のゴミは、なぜ問題になる？ 
（つづき） 

• 量が多いから 
–どれくらいの量？ 

• 放射能の弱いゴミの量 

• 放射能の強いゴミの量 

• 減らす方法はないの？ 
–燃やしてしまえばいいのでは？ 

–圧縮して嵩（かさ傘）を小さくすればいい？ 

–薄めてばらまけばいい？ 

–放射能だけを分離すればいい？ 

 

 

 



核のゴミは、なぜ問題になる？ 
（つづき２） 

• 捨てられないのか？ 

–それは、なぜ？ 

• では、人が放射線を浴びないようにすればよ
いのでは？ 

–人に影響がないように、薄めて捨てればいいの
では？ 

–人が近づかないようにしておけばいいのでは？ 

–放射能を閉じ込めておけばよいのでは？ 

 





気体状の廃棄物 

• 気体状のものは、放射性物質を減衰させ、
フィルターにかけて粒子状物質を除く 

• そのあと、放射性物質の濃度を測定し、安全
を確認し排気筒から放出される。 

• その後は排気筒モニターで排気中の放射線
量を測定、測定値はリアルタイム情報として
各電力会社のホームページ上で公開される。 

 



固体廃棄物 

• 使用済みの制御棒などの比較的放射能レベ
ルの濃度が高いもの 

• 発電所の貯蔵プールに貯蔵保管したあと、容
器に封入し、施設内に安全に保管。 

• その後、地下70メートルより深い地中に埋設
処分します。 



液体状の廃棄物 

• 液体状のものは、ろ過し、脱塩され、あるいは
蒸発濃縮されます。 

• 濃縮液はセメント、アスファルトなどで固化し、
ドラム缶（200リットル）に詰められ発電所内の
放射性固体廃棄物貯蔵庫に安全に保管され
ます。 

• また、蒸留水は再利用するか、放射性物質
の濃度を測定し安全を確認したうえで海へ放
出しています。 



低レベルのゴミの処分 

• 使用済みのペーパータオルや作業衣など放射
能濃度の低い雑固体廃棄物は、焼却、圧縮など
によって容積を減らしてからドラム缶に詰め、原
子力発電所敷地内の固体廃棄物貯蔵庫に安全
に保管されます。 

 

• ドラム缶に詰められた廃棄物は、その後、青森
県六ヶ所村にある日本原燃の「低レベル放射性
廃棄物埋設センター」に運ばれ、コンクリートピッ
トに埋設処分されます。 

 

 















燃料集合体 

• 細くて長い棒（直径約1cm、長さ約4m）がいくつも束に
なっているのが、原子燃料集合体。 

• １つ１つの棒（燃料棒）の中に、ウランをしっかりとジル
コニウム性の被覆管で密封し、原子炉の中で核分裂
という特殊な反応をさせて出てくる熱を利用する。 

• この燃料棒を格子状の固定枠で束ねたものが原子燃
料集合体で、110万kW級では、 ６０本束ねた燃料集
合体が、使用されている。 

• 原子炉全体では、764体の燃料集合体が装荷されて
いるので、燃料棒本数は、45,840本となる。 

• 各燃料集合体は、3年間発電に使用される。 







使用済み燃料 使用済み燃料 











リラッキング 

• 玄海原発には１～４号機のプールで計３２７８体
の燃料が保管できるが、すでに２０７５体が入っ
ており、「４～５サイクル（１サイクルは１３カ月）
の運転で保管容量を超える状況」なのだ 

• リラッキングを計画しているのは玄海３号機の燃
料貯蔵プール。現在は３６・５センチ間隔で並べ
られている燃料を２８・２センチ間隔に並べ直し、
プールの保管容量を１０５０体から２０８４体にま
で増やすことを考えているという。 





石炭火力からの石炭灰発生量 

• 100万kW規模の石炭火力発電所において、
使用される石炭の量は，年間約200万トン（稼
働率７０％）である。  

•  これに対する石炭灰量は，年間約20～30万
トン発生する（灰分は10～15％）。 

• 従って，我が国全体の石炭火力からの石炭
灰発生量は，現状（1992年度）で約400万トン，
2000年時点で約800万トンと倍増すると想定
される。 

 



原発で出る使用済み燃料の量 

• 100万ＫＷの原発で、一年間の燃料集合体の
使用量は、1万5０００体。 

• 日本全体では、全原発の稼働で重さにすると、
毎年約1,000トン 

• これまでに溜まっているのは、1万6330トン 

         比較 
100万ｋＷの石炭火力発電所で 
発生する灰の量は、年間200万トン 









https://youtu.be/9659rOfHY20 





強い放射能をもった廃棄物 

• 使用済み燃料を切断、硝酸に溶かす。 

• まだ使えるウラン燃料と、プルトニウムを分離
する。 

• 残るのは、強い放射能を持つ核のゴミ（液体）。 

• 容積は少ない。 

• 放射性物質が散らばらないように、ガラスに
混ぜて固める 

• これがガラス固化体 









ガラス固化体の数 
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